
令
和
５
年
10
月
28
日
（
土
）
に
福
祉
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

素
敵
な
垂
れ
幕
を
鞍
手
高
校
書
道
部
の
皆
さ
ま
が
作
成
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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kantera

カ
ン
テ
ラ

カ
ン
テ
ラ

　

今
号
は
、
創
刊
か
ら
２
０
０
号
に
な
り
ま

す
。
昭
和
か
ら
令
和
へ
と
時
代
が
移
り
、
名

称
も
「
の
お
が
た
社
協
会
報
」、「
住
民
の
ふ

く
し
」、「
直
方
社
協
だ
よ
り
少
数
者
」、「
社

協
だ
よ
り
」
と
変
わ
り
ま
し
た
。
１
９
７
４

年
（
昭
和
49
年
）
４
月
の
「
の
お
が
た
社
協

会
報
第
12
号
」
の
１
面
に
は
「
手
を
つ
な
ぎ

心
を
合
わ
せ
て
福
祉
社
会
の
実
現
を
め
ざ
そ

う
！！
」
と
い
う
と
て
も
力
強
い
言
葉
が
あ
り
、

後
々
の
直
方
市
の
地
域
福
祉
活
動
に
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
「
つ
な
ぐ
（
つ
な
が
る
）」
と
い
う
言
葉

は
、
現
代
で
も
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る

こ
と
は
誰
も
が
理
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
創
刊
１
０
０
号
は
１
９
９
８
年

（
平
成
10
年
）
９
月
で
、
こ
の
年
の
４
月
に
法

制
化
さ
れ
た
学
童
保
育
に
つ
い
て
特
集
記
事

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
カ
ン
テ
ラ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の

「
今
」
に
光
を
当
て
て
、
担
当
編
集
委
員
が
思

い
を
言
葉
に
し
て
脈
々
と

つ
な
い
で
き
ま
し
た
。
社

協
だ
よ
り
の
存
在
意
義
は

不
変
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

�

（
事
務
局
長　

駒
山
）

節
目
を
迎
え
た
社
協
だ
よ
り
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「
希
望
の
一
滴
」

著
　
者
　
中
村　

哲

発
　
行
　
西
日
本
新
聞
社

直
方
市
立
図
書
館　

所
蔵

図書室

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
ジ
ャ
ラ
ラ

バ
ー
ド
で
２
０
１
９
年
12
月
４
日
、

中
村
哲
医
師（
当
時
73
歳
）が
乗
っ

た
車
が
武
装
集
団
に
襲
撃
さ
れ
、
中

村
医
師
と
護
衛
の
方
々
計
６
人
が

凶
弾
に
倒
れ
死
亡
し
た
。
中
村
医
師

は
、
干
ば
つ
や
戦
乱
で
荒
廃
し
た
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
、
医
療
や
灌か

ん

漑が
い

事

業
に
よ
る
復
興
支
援
に
力
を
尽
く

し
て
い
た
。

最
後
の
言
葉

「
今
思
い
返
す
と
、
ア
フ
ガ
ン
大
干

ば
つ
は
、
世
界
を
席
巻
す
る
気
候
災

害
の
前ぜ

ん

哨し
ょ
う

戦せ
ん

で
あ
っ
た
。」

「
ま
る
で
賽さ

い

の
河
原
の
よ
う
に
、
造
っ

て
は
崩
れ
、崩
れ
て
は
改
良
し
た
。」

「
必
要
な
の
は
思
想
で
は
な
く
、
温

か
い
人
間
的
関
心
で
あ
っ
た
。」

「
経
済
的
な
貧
困
は
必
ず
し
も
精
神

の
貧
困
で
は
な
い
。
識
字
率
や
就
学

率
は
必
ず
し
も
文
化
的
な
高
さ
の

指
標
で
は
な
い
。」�

（
広
田
）

場

広

の

報

情

つ
な
が
り
さ
さ
え
あ
う
あ
た
た
か
い
ま
ち
直
方

令
和
５
年
度
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動（
募
金
）

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

　

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
身
近
な
地
域
で
の
支

え
合
い
を
目
的
に
、
共
同
募
金
の
一
環
と
し
て
全
国

的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

直
方
市
で
集
め
ら
れ
た
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

は
、
全
額
が
市
内
の
福
祉
活
動
や
地
域
活
動
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
目
標
額
は
、
１
，
２
３
７
，

０
０
０
円
で
、
募
金
の
主
な
配
分
予
定
と
し
て
、
12

月
に
本
会
主
催
で
行
う
福
祉
も
ち
つ
き
会
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
度
は
殿
町
商
店
街
で
開
催
し
ま
し
た
。

約
１
３
０
０
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
禍
で

希
薄
に
な
っ
た
地
域
の
つ
な
が
り
の
重
要
性
を
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
学
校
の
福
祉
教
育
に
役
立
て
て
い
た
だ

き
た
く
、
福
祉
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
、
市
内
各
小

学
校
へ
寄
贈
し
ま
し
た
。
そ
の
他
は
、
福
祉
ま
つ
り

の
開
催
、
校
区
福

祉
活
動
へ
の
助
成

で
す
。

　

令
和
５
年
度
も
、

皆
さ
ま
方
の
あ
た

た
か
い
心
で
、
で

き
る
限
り
の
ご
協

力
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

人
と
も
の
を
つ
な
ぐ
場
所「
ぐ
る
り
」

地
域
に
根
ざ
し
た
独
自
の
福
祉
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

周
辺
は
の
ど
か
な
風
景
の
中
、（
土
日
の
ど
ち

ら
か
の
）
毎
週
末
は
会
場
の
結
い
の
村
・
あ
お

の
縁
舎（
直
方
市
頓
野
）で
、「
あ
お
の
マ
ル
シ
ェ
」

が
開
催
さ
れ
、
ひ
と
き
わ
多
く
の
人
出
が
あ
り

ま
す
。
グ
ル
メ
・
心
地
よ
い
暮
ら
し
や
雑
貨
・

癒
し
の
施
術
な
ど
、
週
替
わ
り
で
10
～
15
店
舗

の
出
店
が
あ
り
、「
の
お
が
た
こ
ど
も
宅
食
み
ん

な
の
ご
は
ん
」
な
ど
の
活
動
も
行
っ
て
い
る
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
み
ん
な
の
社
会
応
援
団
」
が
主
催
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
マ
ル
シ
ェ
開
催
中
の
活
動
の
一
環
で
、

あ
な
た
の
い
ら
な
い
も
の
が
誰
か
の
必
要
な
も

の
に
な
る
、ぐ
る
ぐ
る
循
環
す
る
フ
リ
ー（
無
料
）

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
「
ぐ
る
り
」
を
昨
年
の
11
月
か

ら
月
に
１
度
開
い
て
い
ま
す
。

　

も
う
使
わ
な
い
け
れ
ど
ま
だ
使
え
る
・
捨
て

る
に
は
も
っ
た
い
な
い
も
の
を
持
ち
込
み
、
ま

た
使
い
た
い
も
の
が
あ
れ
ば
自
由
に
持
ち
帰
れ

ま
す
。（
で
き
る
だ
け
き
れ
い
に
し
て
お
友
達
に

譲
れ
る
も
の
）
が
持
ち
込
め
る
基
準
で
す
。

　

会
場
の
ガ
レ
ー
ジ
内
い
っ
ぱ
い
に
持
ち
込
ま

れ
た
服
飾
品
、
食
器
、
雑
貨
な
ど
が
並
べ
ら
れ

て
い
て
、「
子
ど
も
が
持
ち
帰
る
服
で
揃
え
て
ゼ

ロ
円
コ
ー
デ
と
名
付
け
て
楽
し
ま
れ
て
い
た
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
」
と
、
担
当
の
吉

田
さ
ん
は
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
ぐ
る
り
」
に
具
体
的
な
持
ち
込
み
可
能
な
モ

ノ
、
開
催
日
時
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
み
ん
な
の
社
会
応
援
団
」の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。�

（
藤
田
）
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　ご利用者の地域生活を、一番近くで支
えるとても素敵なお仕事です。

■資　格
　介護職員初任者研修課程修了者
　（ホームヘルパー２級以上可）

■賃金（時給）
　1,100円～ 1,860円

■問い合わせ
　直方市社会福祉協議会
　総務係

登録ヘルパー募集

　

社
協
だ
よ
り
が
２
０
０
号

を
迎
え
ま
し
た
。
年
に
４
回

の
発
行
で
す
か
ら
50
年
経
っ

た
と
い
う
事
に
な
り
ま
す
。

50
年
と
い
う
歴
史
に
ビ
ッ
ク

リ
し
て
い
ま
す
。
半
世
紀=

反
省
期
と
も
言
え
ま
す
。
超

高
齢
社
会
を
迎
え
、
こ
れ
か

ら
の
福
祉
の
在
り
方
と
は
？

例
え
ば
、
福
祉
ま
つ
り
が
直

方
市
体
育
館
か
ら
直
方
市
商

店
街
で
実
施
さ
れ
た
り
、
五

日
市
に
買
い
物
支
援
で
バ
ス

を
出
し
た
り
、
こ
れ
か
ら
一
挙

に
増
加
す
る
と
言
わ
れ
て
い

る
認
知
症
に
対
す
る
学
習
会

や
支
援
の
在
り
方
な
ど
。
今

ま
で
特
定
の
人
が
関
わ
っ
て

い
た
支
援
を
、
市
民
の
誰
も

が
関
わ
れ
る
工
夫
が
必
要
の

よ
う
で
す
。
色
々
考
え
さ
せ

ら
れ
た
２
０
０

号
で
し
た
。

�

（
石
黒
）

集

編

後

記

　直方市社会福祉協議会では「誰ひとり取り残さない」
という理念の基に、「福祉のまちづくり」を進めていま
す。しかし、地域住民の方々や団体・企業の皆さまの応
援なくしては十分な活動が行えない状況にあります。
誰もが安心して暮らすことができ、ともに生きる豊か
な地域社会の実現のために、ぜひ皆さまのお力をお貸
しください。

●個人会員　１口     1,000円～
●団体会員　１口     5,000円～（法人会員以外の団体）
●法人会員　１口   10,000円～
　　　　　　　　    （会社、事務所、施設、事業所）

～「誰ひとり取り残さない」ために
皆さまの力が必要です～

社協会員募集のお願い

　株式会社ダイナム様から、
社会福祉貢献活動の一環とし
て、物品を寄贈していただき
ました。生活困窮者支援など
に使用させていただきます。
　株式会社ダイナム様、あり
がとうございました。

誰でも参加できる
「福祉もちつき会」を開催します。

小さいお子様のもちつき体験も
できますので、皆さまのご参加を

お待ちしております。
■と　き
� 令和5年12月17日（日）
■ところ　直方市殿町商店街
■参加費　無料

物品寄贈
株式会社ダイナム様

福祉もちつき会を
開催します！ ご

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
５
年
９
月
11
日

�

～
令
和
５
年
11
月
10
日

６
件
　
合
計
金
額
　
１
１
８
，６
１
５
円

（
お
名
前
は
承
諾
さ
れ
た
方
の
み
掲
載
、敬
称
略
）

香
典
返
し
寄
附
金

● 

中
泉　
　

石
田
好
子

● 

下
新
入　
（
故
）田
村
泰
人

● 

頓
野　
　
（
故
）山
本
久
枝

未
使
用（
書
損
じ
）は
が
き
と
切
手

● 

匿
名　

３
件

ご
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
５
年
９
月
11
日

�

～
令
和
５
年
11
月
10
日

２
件
　
合
計
金
額
　
２
０
，０
０
０
円

（
敬
称
略
）

令
和
５
年
度
加
入
会
員

● 

大
谷
金
網
工
業
株
式
会
社

● 

ス
パ
ー
ク
キ
ッ
ズ

直方市社会福祉協議会

ヘルパー同士
わきあいあい

休日が取り
やすい

お互いにシフトを
助け合える

利用者の笑顔を
引き出せた瞬間

NOGATA・3
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令
和
５
年
７
月
28
日
、
福
地

校
区
社
会
福
祉
協
議
会（
以
下
、

福
地
校
区
社
協
）
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

　

校
区
社
協
と
は
、
地
域
の
住

民
同
士
が
自
分
た
ち
の
住
ん
で

い
る
地
域
の
生
活
・
福
祉
課
題

や
困
り
ご
と
を
情
報
共
有
し
な

が
ら
、
互
い
に
助
け
合
い
、
支

え
合
う
活
動
を
行
う
地
域
住
民

主
体
の
組
織
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
や
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど

の
地
域
交
流
活
動
、
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
、
講
座
や
研
修
の
企
画

な
ど
校
区
に
よ
っ
て
活
動
内
容

は
様
々
で
す
。

　

直
方
市
で
は
小
学
校
区
単
位

（
11
校
区
）
で
校
区
社
協
が
組

織
さ
れ
て
お
り
、
現
在
組
織
化

さ
れ
て
い
る
校
区
社
協
は
、南
・

新
入
・
下
境
・
西
・
感
田
・
福

地
の
６
校
区
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
に
は
、
福
地
校
区

自
主
防
災
会
と
の
共
催
で
、
大

規
模
土
石
流
に
よ
る
災
害
を
想

定
し
た
「
福
地
校
区
全
域
避

難
訓
練
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
１
２
名
も
の
方
が
参
加
さ

れ
、
警
察
署
生
活
安
全
課
長
に

よ
る
防
災
に
関
す
る
講
話
も
あ

り
、
多
く
の
方
が
防
災
意
識
を

高
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
福
地
校
区
社
会
福
祉
協
議
会
」

�

設
立

自治会・PTA
消防団など

老人クラブ
障がい者の会
介護者の会

学校
福祉施設など

校区社協 民生委員
児童委員

校区社協の組織構成（例）

福地校区全域避難訓練の様子

　任期満了に伴う役員の改選を行い、併せて会長及び副会長を選定しましたのでご紹介いたします。（令和５年10
月末現在）
　役員一丸となり、より多くの市民の皆さま、関係機関の皆さまと連携して「ともに生きる豊かな地域社会」の実
現に向けて精進してまいります。なお、現在選任されていない理事につきましては後日ご紹介させていただきます。

一尾　泰嗣
セトル（株）

代表取締役社長

会　長

宗廣壽美子
直方市ボランティア連絡協議会

（認知症の人と家族の会直方 世話人代表）

理　事

西嶋　敏弘
直方市シニアクラブ連合会

会　長

副会長

中西　正信
障がい者問題を考える直方市

連絡会議 事務局長

理　事

中村　愼介
感田校区社会福祉協議会

会　長

副会長

向野　康江
直方文化連盟

理　事

理　事

志鶴　隆俊
直方市民生委員児童委員協議会

副会長

理　事

吉𠩤　和敏
直方市民生委員児童委員協議会

副会長

理　事

池田　　勇
直方市保育協会

副会長

理　事

村津　正祐
直方市役所
市民部長

理　事

渡辺　幸一
直方市議会

副議長

理　事

毛利　隆徳
九州北部税理士会直方支部

監　事

監　事

丹下　優子
直鞍地区障がい者基幹相談支援
センターかのん　センター長

監　事

役員が決まりました

4・NOGATA

車いすなどの貸し出しをしています。詳しくはお問い合わせください。


